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多様性を認める「主体的」「社会的」な態度
G. ビースタの教授学習論２



ビースタ, G. (著) 上野正道・藤井佳世・中村（新井）清二
(訳) (2014). 民主主義を学習する－教育・生涯学習・シ
ティズンシップ－ 勁草書房

ビースタ, G. (著) 上野正道 (監訳) (2018). 教えることの再発見
東京大学出版会

プロローグ 学校と社会のなかで学習する民主主義
第１章 シティズンシップの教授から民主主義の学習へ
第２章 カリキュラム・シティズンシップ・民主主義
第３章 ヨーロッパのシティズンシップと高等教育
第４章 知識・民主主義・高等教育
第５章 知識経済における生涯学習
第６章 学習する民主主義に向けて
第７章 市民としての学習を理論化する－社会化・主体化・無知な市民
エピローグ 民主主義・シティズンシップ・公共圏





ポイント

「ビースタから見れば、今日なされているシティズンシップ教育・政策の多くは
社会化にかかわることである。そのため、シティズンシップ教育・政策は、ます
ます消費者としての私的な動機を前提とするような考え、学習を個人の能力へ還
元する傾向を強め、個人主義化を加速させている。ここで看過されてしまってい
るのは、主体化にかかわることである。たとえば、シティズンシップ教育におい
てよきコミュニティの参加者であることは強調されるが、民主主義を成り立たせ
ている政治的な主体であることを重視することがあまりなされていないことであ
る。（中略）（ビースタにとっての）政治とは、複雑性と差異によって特徴づけ
られるような領域のことを指している。」（p.241）

（訳者解説から）
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学習パラダイム
教授パラダイムから学習パラダイムへの転換

○ 学士課程答申（2008年）、平成28年答申
（学習指導要領改訂）（2016年）

「何を教えるか」だけではなく
「何ができるようになるか」も

○[高等教育]グランドデザイン答申（2018年）

「何を教えたか」から
「何を学び、身に付けることができる
のか」への転換

政府の施策との関連

・溝上慎⼀ (2020). 社会に⽣きる個性―⾃⼰と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー− 東信堂

[

文

献]

社会化
socialization

主体化 subjectification
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主体的な学びとは

行為者
主体（subject）

対象
客体（object）働きかけ

主体的

「行為者（主体）が対象（客体）にすすんで
働きかけるさま」（『⽇本国語⼤辞典（第2版）』）

＜主体的な学び＞（新学習指導要領）
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア
形成の方向性と関連づけながら、見通しを持っ
て粘り強く取り組み、自己の学習活動をふり
返って次に繋げる学び。

[

文

献] ・ 溝上慎一 (2020). 社会に生きる個性―自己と他者・拡張的パーソナリティ・エージェンシー－ 東信堂




